
(57)【要約】

【課題】　低硬度可撓部と高硬度可撓部とを備えた可撓

管を提供することを目的とする。

【解決手段】　曲げ方向に可撓性のある筒状構造体１を

筒状網体２で覆い、この筒状網体にゴム材料からなる外

皮層３が積層されて、そのほぼ全長にわたって曲げ方向

に可撓性を有する内視鏡の可撓管１０において、前記外

皮層３を分子量２０００以下のパーフルオロモノマー構

造を有する加硫タイプのゴム材料で構成するとともに、

当該ゴム材料を架橋して分子量を１０００～２０００の

間で任意に変更させ、軸線方向において曲げ方向の可撓

性の度合いを変化せしめたものである。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 の あ る 筒 状 構 造 体 （ １ ） を 筒 状 網 体 （ ２ ） で 覆 い 、 こ の 筒 状 網 体 に ゴ
ム 材 料 か ら な る 外 皮 層 （ ３ ） が 積 層 さ れ て 、 そ の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 を
有 す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 外 皮 層 （ ３ ） を 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 以 下 の パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ
プ の ゴ ム 材 料 で 構 成 す る と と も に 、 当 該 ゴ ム 材 料 を 架 橋 し て 分 子 量 を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０
の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ 、 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い を 変 化 せ し め た こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料 を 、 架 橋 剤 を 用 い て 加 硫 し 、
分 子 量 を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 外 皮 層 （ ３ ） を 構 成 す る パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料 の 分
子 量 を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ 、 可 撓 管 （ １ ０ ） の 基 端 側 を 可 撓 性 が 低
い 高 硬 度 可 撓 部 と し 、 ア ン グ ル 側 を 可 撓 性 が 高 い 低 硬 度 可 撓 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 の 可 撓 管 に 関 し 、 特 に 耐 薬 品 性 お よ び 耐 久 性 に 優 れ た 内 視 鏡 の 可 撓 管 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 用 と し て 広 く 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部
１ ０ １ の 基 端 部 を 本 体 操 作 部 １ ０ ２ に 連 結 し て 設 け 、 こ の 本 体 操 作 部 １ ０ ２ か ら は ラ イ ト
ガ イ ド 軟 性 部 １ ０ ３ が 延 在 さ れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 １ ０ １ は 本 体 操 作 部 １ ０ ２ へ の 連 結
側 か ら 大 半 の 長 さ が 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ で 、 こ の 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ の 先 端 に は 、 本 体 操 作 部
１ ０ ２ に 設 け た ア ン グ ル 操 作 手 段 １ ０ ４ に よ り 上 下 及 び 左 右 方 向 に 湾 曲 可 能 な ア ン グ ル 部
１ ０ １ ｂ が 、 ま た こ の ア ン グ ル 部 １ ０ １ ｂ の 先 端 に は 先 端 部 本 体 １ ０ １ ｃ が 連 結 し て 設 け
ら れ て い る 。
　 ま た 前 記 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ を 構 成 す る 可 撓 管 １ ０ ０ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 最 内
側 に 金 属 帯 片 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 螺 旋 管 １ １ に 、 金 属 線 を 編 組 し て
な る 筒 状 網 体 １ ２ が 被 覆 さ れ 、 こ の 筒 状 網 体 １ ２ に ウ レ タ ン 樹 脂 等 か ら な る 外 皮 層 １ ３ が
積 層 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 を 有 し 、 か つ 伸 縮 方 向 及
び 潰 れ 方 向 に お い て は 十 分 な 強 度 を も つ 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ は そ の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 を 備 え る
必 要 が あ る が 、 本 体 操 作 部 １ ０ ２ へ の 連 設 側 は 、 体 腔 内 等 に 挿 入 す る 際 に お け る 押 し 込 み
推 力 を 良 好 に す る た め に 、 曲 げ に 対 し て か な り の 剛 性 が 必 要 と な る 。 一 方 、 ア ン グ ル 部 １
０ １ ｂ へ の 連 設 側 は 、 ア ン グ ル 部 １ ０ １ ｂ が 曲 が っ た 時 に 、 こ の 曲 が り に あ る 程 度 追 従 さ
せ 、 か つ 曲 が っ た 挿 入 経 路 に 円 滑 に 追 従 し て 曲 が る よ う に す る た め に 、 可 撓 性 の 度 合 い を
よ り 大 き く す る 方 が 望 ま し い 。 従 っ て 、 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ は 軸 線 方 向 に お い て 、 可 撓 性 の
程 度 を 変 化 さ せ る こ と 、 つ ま り 基 端 側 が 硬 く な り 、 ア ン グ ル 側 は 柔 ら か く す る の が 、 挿 入
操 作 性 や 患 者 の 苦 痛 軽 減 等 の 観 点 か ら 有 利 で あ る 。
　 そ こ で 従 来 技 術 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 １ ０ ０ で は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 硬 性 樹 脂 材 料
か ら な る 高 硬 度 樹 脂 層 １ ３ ａ と 軟 性 樹 脂 材 料 か ら な る 低 硬 度 樹 脂 層 １ ３ ｂ と を 組 み 合 わ せ
て な る 外 皮 層 １ ３ を 積 層 し 、 可 撓 管 １ ０ ０ に 柔 ら か い 部 分 と 硬 い 部 分 を 形 成 し て い た 。
　 そ し て 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ の 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い が 変
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化 す る 構 造 と な し 、 前 記 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ の 基 端 側 を 硬 く し て 高 硬 度 可 撓 部 を 形 成 す る と
と も に 、 ア ン グ ル 側 を 柔 ら か く し て 低 硬 度 可 撓 部 を 形 成 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及
び ２ を 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ８ ８ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ３ － ２ ４ ９ ５ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 異 種 の 樹 脂 材 料 （ 硬 性 樹 脂 材 料 と 軟 性 樹 脂 材 料 ） を 組 み 合 わ せ た 外 皮 層
１ ３ を 積 層 す る こ と に よ っ て 、 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ の 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 度 合 い を
変 化 さ せ た 構 造 で は 、 可 撓 管 部 １ ０ １ ａ の 繰 り 返 し の 曲 げ 応 力 に よ っ て 樹 脂 材 料 の 境 界 面
で 亀 裂 等 が 発 生 す る と い っ た 問 題 点 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 の あ る 筒 状 構 造 体 を 筒 状 網 体 で 覆 い 、 こ の 筒 状 網 体
に ゴ ム 材 料 か ら な る 外 皮 層 が 積 層 さ れ て 、 そ の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 を 有
す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い て 、 前 記 外 皮 層 を 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 以 下 の パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー
構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料 で 構 成 す る と と も に 、 当 該 ゴ ム 材 料 を 架 橋 し て 分 子 量
を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ 、 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合
い を 変 化 せ し め た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 可 撓 管 に よ れ ば 、 外 皮 層 を パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る
加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料 か ら 構 成 し 、 当 該 ゴ ム 材 料 を 架 橋 （ 加 硫 ） し て 分 子 量 を 任 意 に 変 更
す る こ と に よ っ て 、 外 皮 層 の 柔 ら か さ を 容 易 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
　 つ ま り 架 橋 反 応 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て 、 異 種 の 樹 脂 材 料 を 組 み 合 わ せ る こ と
な く １ つ の 材 料 の 中 で 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い が
変 化 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 基 端 側 を 可 撓 性 が 低 い 高 硬 度 可 撓 部 と し 、 ア ン グ ル
側 を 可 撓 性 が 高 い 低 硬 度 可 撓 部 と し た 可 撓 管 部 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 外 皮 層 を 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 以 下 の パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の
ゴ ム 材 料 か ら 構 成 し た 可 撓 管 は 、 優 れ た 耐 薬 品 性 を 有 す る と と も に 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌
（ ２ 気 圧 、 １ ３ ２ ℃ の 加 温 加 圧 し た 水 蒸 気 に よ る 滅 菌 方 法 ） に も 対 応 す る こ と が で き 、 ま
た 摩 擦 抵 抗 が 少 な く 滑 り 性 に 優 れ 、 さ ら に 人 体 へ の 影 響 が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 、 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 は 挿 入 部 ２ ０ の 基 端 部 を 本 体 操 作 部 ２ １ に 連 結 し て 設 け 、 こ
の 本 体 操 作 部 ２ １ か ら は ラ イ ト ガ イ ド 軟 性 部 ２ ２ が 延 在 さ れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 ２ ０ は
本 体 操 作 部 ２ １ へ の 連 結 側 か ら 大 半 の 長 さ が 可 撓 管 部 ２ ０ ａ で 、 こ の 可 撓 管 部 ２ ０ ａ の 先
端 に は 、 本 体 操 作 部 ２ １ に 設 け た ア ン グ ル 操 作 手 段 ２ ３ に よ り 上 下 及 び 左 右 方 向 に 湾 曲 可
能 な ア ン グ ル 部 ２ ０ ｂ が 、 ま た こ の ア ン グ ル 部 ２ ０ ｂ の 先 端 に は 先 端 部 本 体 ２ ０ ｃ が 連 結
し て 設 け ら れ て い る 。 前 述 し た 従 来 技 術 の 構 成 と 格 別 の 差 異 は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い が 変 化 す る 可 撓 管 部 ２ ０ ａ を 構 成
す る た め の 可 撓 管 １ ０ を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 大 半 の 長 さ を し め る 可 撓 管 部 ２ ０ ａ は 、 そ の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 可 撓
性 を 持 た せ る 必 要 が あ り 、 特 に 体 腔 等 の 内 部 に 挿 入 さ れ る 部 位 は よ り 可 撓 性 に 富 む 構 造 と
な っ て い な け れ ば な ら な い 。 こ こ で 、 前 記 可 撓 管 部 を 構 成 す る 可 撓 管 と し て 要 求 さ れ る 可
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撓 性 は 、 曲 げ 方 向 に お け る 可 撓 性 で あ り 、 伸 縮 方 向 及 び 潰 れ 方 向 に お い て は 、 十 分 な 強 度
を 持 た せ る 必 要 が あ る 。
　 従 っ て 可 撓 管 部 ２ ０ ａ を 構 成 す る 可 撓 管 １ ０ は 、 最 内 側 に 金 属 帯 片 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る
こ と に よ り 形 成 さ れ る 螺 旋 管 か ら な る 筒 状 構 造 体 １ に 金 属 線 を 編 組 し て な る 筒 状 網 体 ２ で
覆 う よ う に な し 、 こ の 筒 状 網 体 ２ の 外 周 に 、 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 以 下 の パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー
構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料 か ら な る 外 皮 層 ３ を 積 層 さ せ た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て こ の 発 明 に よ れ ば 、 可 撓 管 １ ０ の 外 皮 層 ３ を 構 成 す る ゴ ム 材 料 を 架 橋 し 、 当 該 ゴ
ム 材 料 の 分 子 量 を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ る こ と に よ っ て 、 外 皮 層 ３ を
構 成 す る ゴ ム 材 料 に 硬 い 部 分 と 柔 ら か い 部 分 と を 形 成 し 、 可 撓 管 １ ０ を 軸 線 方 向 に お い て
曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い が 変 化 す る 構 造 と し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 図 １ に 示 す 内 視 鏡 で は 、 外 皮 層 ３ を 構 成 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料 を 架 橋 し て
分 子 量 を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ た 可 撓 管 １ ０ を 使 用 す る こ と に よ っ て
、 可 撓 管 部 ２ ０ ａ が 、 そ の 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い が 変 化 す る 構 成 と
な っ て い る 。
　 こ の 実 施 例 で は 、 架 橋 反 応 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て ゴ ム 材 料 の 分 子 量 を 変 更 さ
せ 、 可 撓 管 部 ２ ０ ａ の う ち 本 体 操 作 部 ２ １ へ の 連 結 側 か ら 所 定 の 長 さ 分 （ 基 端 側 ） を 、 外
皮 層 ３ を 構 成 す る ゴ ム 材 料 の 分 子 量 が 比 較 的 大 き い 高 硬 度 可 撓 部 と し 、 ま た ア ン グ ル 部 ２
０ ｂ へ の 連 結 側 か ら 所 定 の 長 さ 分 （ ア ン グ ル 側 ） を 、 外 皮 層 ３ を 構 成 す る ゴ ム 材 料 の 分 子
量 が 比 較 的 小 さ い 低 硬 度 可 撓 部 と し た 。
　 こ こ で 、 高 硬 度 可 撓 部 は 曲 げ 方 向 に は 可 撓 性 が あ る も の の 、 曲 げ に 対 す る 抵 抗 が 大 き い
部 位 、 つ ま り よ り 硬 い 部 分 で あ り 、 ま た 低 硬 度 可 撓 部 は 高 硬 度 可 撓 部 と 比 較 す る と 曲 げ に
対 す る 抵 抗 が 小 さ い 部 位 、 つ ま り よ り 柔 ら か い 部 分 で あ る 。 こ の よ う に 、 高 硬 度 可 撓 部 と
低 硬 度 可 撓 部 と で は 、 曲 げ 方 向 に お け る 硬 さ の 差 が あ る が 、 ど の 程 度 の 差 を 持 た せ る か は
、 挿 入 抵 抗 や 挿 入 経 路 の 曲 が り 度 合 い 、 さ ら に は 使 用 目 的 等 に 基 づ い て 適 宜 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 、 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る ゴ ム 材 料 の 分 子 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 同 図
に お い て 、 Ｒ ｆ は ア ル キ ル 基 を 示 し て い る 。
　 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 は 、 炭 素 、 フ ッ 素 、 酸 素 の み で 構 成 さ れ て お り 、 Ｐ Ｆ Ａ （ 四
フ ッ 化 エ チ レ ン パ ー フ ロ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 共 重 合 体 ） と 呼 ば れ る フ ッ 素 樹 脂 と 同
様 の 構 造 で あ る 。 し た が っ て 、 そ の 性 状 は 、 Ｐ Ｆ Ａ と 同 様 の 特 性 を 備 え て お り 、 以 下 の よ
う な 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ １ ） 完 全 に フ ッ 素 化 さ れ て い る た め 、 耐 薬 品 性 に 優 れ 、 酸 化 力 の 強 い 新 薬 液 に お い て も
劣 化 し な い 。
（ ２ ） 耐 熱 限 界 が ３ ０ ０ ℃ 近 く （ 一 般 に は ２ ８ ７ ℃ 以 下 ） あ り 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 対 応 が
可 能 で あ る 。
（ ３ ） 毒 性 が 無 く 、 内 視 鏡 等 の 医 療 機 器 に 対 応 可 能 で あ る 。
（ ４ ） 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く 滑 り 性 に 優 れ る 。
（ ５ ） シ リ コ ン と 比 較 し て 機 械 的 強 度 が 大 き い 。
　 以 上 の こ と か ら 、 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 の 高 分 子 材 料 は 、 医 療 機 器 に 適 し て い る と
言 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 の 高 分 子 材 料 は 、 一 般 に フ ッ 素 樹 脂 と し て 使 用 さ れ
、 延 び 率 や 弾 性 と い っ た ゴ ム 特 有 の 性 質 が 失 わ れ 、 最 悪 の 場 合 に は 塑 性 変 形 を 起 こ す と い
う 欠 点 が あ る 。
　 そ こ で 、 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 の 高 分 子 材 料 を 平 均 分 子 量 が ２ ０ ０ ０ 以 下 で 構 成 し
、 さ ら に こ れ を 加 硫 す る 。 高 分 子 材 料 に お い て は 、 分 子 量 が 小 さ く な る ほ ど 軟 化 す る の で
、 平 均 分 子 量 を 樹 脂 （ 通 常 、 平 均 分 子 量 が ２ １ ０ ０ ～ ９ ２ ０ ０ ） よ り も 小 さ く す る こ と に
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よ り 樹 脂 の 剛 性 が 無 く な り 、 軟 化 し た 高 分 子 材 料 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に こ の 高 分 子 材 料 を 加 硫 す る こ と に よ り 、 前 記 高 分 子 材 料 は 、 架 橋 反 応 を 起 こ し て
、 ２ 次 元 的 な 線 状 モ ノ マ ー が ３ 次 元 網 目 構 造 に な り 、 弾 性 の 性 質 を 持 つ よ う に な る 。 こ れ
に よ り 、 耐 薬 品 性 、 耐 熱 性 、 機 械 的 強 度 等 に 優 れ た ゴ ム 材 料 、 即 ち 、 過 酸 化 水 素 プ ラ ズ マ
な ど の 消 毒 ガ ス を 用 い た ガ ス 滅 菌 及 び オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 に 対 応 可 能 な ゴ ム 材 料 を 得 る こ
と が で き る 。
　 ま た 、 前 記 架 橋 反 応 は 、 １ ， １ ‐ ジ （ ｔ － ブ チ ル パ ー オ キ シ ） ‐ ３ ， ３ ， ５ ‐ ト リ メ チ
ル シ ロ キ サ ン 等 の パ ー オ キ サ イ ド や 硫 黄 な ど の 架 橋 剤 を 混 ぜ て 加 熱 す る 方 法 が 一 般 的 で あ
る が 、 そ れ 以 外 の 試 薬 （ ア ミ ン 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 等 ） や 熱 以 外 の エ ネ ル ギ ー （ 紫 外 線 、 電
子 線 、 放 射 線 等 ） に よ っ て 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 架 橋 剤 で あ る パ ー オ キ サ イ ド の 量 を 変 更 し た り 、 紫 外 線 ・ 電 子 線 ・ 放 射 線 な ど の 照 射 量
を 変 更 す る こ と に よ っ て 架 橋 反 応 （ 加 硫 ） を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き 、 当 該 架 橋 反 応
に よ っ て 、 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 以 下 の パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材
料 の 分 子 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 そ し て 外 皮 層 ３ を 構 成 す る ゴ ム 材 料 を 架 橋 （ 加 硫
） し 、 そ の 分 子 量 を １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 し て 硬 い 部 分 と 柔 ら か い 部 分 を
形 成 す る こ と に よ っ て 、 可 撓 管 １ ０ を 軸 線 方 向 に お い て 曲 げ 方 向 の 可 撓 性 の 度 合 い が 変 化
す る 構 造 と す る こ と が で き る 。
　 な お 、 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 以 下 の パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る 加 硫 タ イ プ の ゴ ム 材 料
を 架 橋 （ 加 硫 ） し た 場 合 、 当 該 ゴ ム 材 料 の 分 子 量 を 小 さ く す る ほ ど ゴ ム 材 料 を 柔 ら か く す
る こ と が で き る が 、 分 子 量 １ ０ ０ ０ 未 満 に な る と 、 過 酸 化 水 素 プ ラ ズ マ な ど の 消 毒 薬 に 対
す る 耐 性 （ 耐 薬 品 性 ） や 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 時 の 耐 性 が 低 下 す る た め 、 分 子 量 を １ ０ ０
０ ～ ２ ０ ０ ０ の 間 で 任 意 に 変 更 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 パ ー フ ル オ ロ モ ノ マ ー 構 造 を 有 す る ゴ ム 材 料 の 分 子 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 に よ る 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 　 筒 状 構 造 体
　 ２ 　 　 筒 状 網 体
　 ３ 　 　 外 皮 層
　 １ ０ 　 可 撓 管
　 ２ ０ 　 挿 入 部
　 ２ １ 　 本 体 操 作 部
　 ２ ２ 　 ア ン グ ル 操 作 手 段
　 ２ ０ ａ 　 可 撓 管 部
　 ２ ０ ｂ 　 ア ン グ ル 部
　 ２ ０ ｃ 　 先 端 部 本 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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